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平成30年3月期（第150期）連結業績予想 及び 配当予想の修正に関するお知らせ 

  

 

当社は、平成30年3月期の連結業績予想 及び 1株当たり配当予想に関し、下記のとおり、修正する 

ことと致しましたので、お知らせ致します。 

 

記 

１．連結業績予想の修正 

 

(1) 修正の内容 

 

平成30年3月期 連結業績予想値の修正（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

 親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

基本的1株当たり 

当期利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

280,000 

円 銭 

224.29 

今回修正予想（B） 300,000 240.31 

増減額（B-A） 20,000 16.02 

増減率（％） 7.1％  

（参考）前期実績 

（平成29年3月期） 
170,889 136.91 

 

(2) 修正の理由 

 

北米鋼管事業の収益が改善していることや資源価格上昇の影響に加え、リース事業や建機販売及

び建機レンタル事業、メディア･生活関連の国内主要事業会社や不動産事業などのコアビジネスが

堅調に推移したこと、また、大型EPC 案件の建設進捗による利益貢献があったことなどから、第3

四半期までの連結業績は順調に推移しております。第4四半期も総じてこのトレンドが継続すると

見込まれることに加え、昨年 11 月に公表した通期見通しに織り込まれていなかった米国税制改正

の影響による一過性利益が第3四半期において約170億円あったことを踏まえ、当期利益の見通し

を2,800億円から200億円増益の3,000億円に修正致しました。 

 

 

 



２．配当予想の修正について 

     

(1) 配当予想の修正 

 

(2) 修正の理由 

 

当社は、株主の皆様に対して長期にわたり安定した配当を行うことを基本方針としつつ、中長期 

的な利益成長による配当額の増加を目指して取り組んでおります。2015年4月からスタートした 

3年間の中期経営計画「Be the Best, Be the One 2017」においては、1株あたり50円を年間配当 

金の下限とし、連結配当性向25％以上を目安に、基礎収益やキャッシュ･フロ－の状況等を勘案の 

うえ、配当額を決定することとしております。 

 

上記1.(1)の通り、連結業績予想を修正したことに伴い、当期の予想年間配当金は、上方修正後 

  の当期利益3,000億円に対して連結配当性向25％を適用し、1株当たり60円（直近予想56円）と 

致します。なお、このうち、中間配当金28円につきましては実施済みであり、期末配当金は32円

となる予定です。 

 

以  上 

 

（注）将来情報に関するご注意 

当社の経営目標及びその他の将来予測に関する開示内容は、将来の事象についての現時点における仮定及び予想並びに当社が現時点

で入手している情報に基づいているため、今後の四囲の状況等により変化を余儀なくされるものであり、これらの目標や予想の達成

及び将来の業績を保証するものではありません。したがって、これらの情報に全面的に依拠されることは控えられ、また、当社がこ

れらの情報を逐次改訂する義務を負うものではないことをご認識いただくようお願い申し上げます。 

 

平成30年3月期（平成29年4月1日～平成30年3月31日）配当予想値の修正 

 1株当たり配当金（円） 

基 準 日 第2四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 

（平成29年11月6日公表） 
 ２８円 ５６円 

今 回 修 正 予 想  ３２円 ６０円 

当 期 実 績 ２８円   

前 期 実 績 

(平成29年3月期) 
２５円 ２５円 ５０円 


